
団体名部署名（評価実施主体）

評価実施年月日

小計 中計

ガイドライン 6.2.1 団体として策定した共通のガ
イドラインがない、或いはガイ
ドラインがあるかどうかわか
らない

団体として策定した共通のガ
イドラインの存在は知ってい
るが活用していない

団体として策定した共通のガ
イドラインを一部活用してい
る

団体として策定した共通のガ
イドラインに則って運用してい
る

団体として策定した共通のガ
イドラインに則って運用すると
ともに、ガイドラインの見直す
べき点を洗い出し、見直しに
参加している

3

職員研修 6.2.2 過去3年以内にアクセシビリ
ティに関する職員研修を実施
していない、又は参加してい
ない

過去3年以内にアクセシビリ
ティに関する職員研修を実
施、又は参加した

過去2年以内にアクセシビリ
ティに関する職員研修を実
施、又は参加した

過去1年以内にアクセシビリ
ティに関する職員研修を実
施、又は参加した

毎年アクセシビリティに関す
る職員研修を実施、又は参
加しており、来年度以降も継
続する予定である

0

検証 6.2.3 過去3年以内にアクセシビリ
ティに関する検証を実施し問
題点を把握していない

過去3年以内にアクセシビリ
ティに関する検証を実施し問
題点を把握した

過去2年以内にアクセシビリ
ティに関する検証を実施し問
題点を把握した

過去1年以内にアクセシビリ
ティに関する検証を実施し問
題点を把握した

毎年アクセシビリティに関す
る検証を実施し問題点を把
握しており、来年度以降も実
施する予定である

令和7年度に、総務
省の「みんなのアク
セシビリティ評価
ツール：miChecker
Ver.3.1」を用いて検

3

改善 6.2.5 過去3年以内に、公開してい
るページの改善に取り組んで
いない

過去3年以内に、公開してい
るページの改善に取り組んだ

過去2年以内に、公開してい
るページの改善に取り組んだ

過去1年以内に、公開してい
るページの改善に取り組んだ

公開しているページの改善に
毎年取り組んでおり、来年度
以降も実施する予定である

令和7年度に、検証
を踏まえた課題の改
善を実施

3

取組の実現内容 7.1. 過去3年以内にアクセシビリ
ティに関する取組内容につい
て取組確認・評価表により確
認していない

過去3年以内にアクセシビリ
ティに関する取組内容につい
て取組確認・評価表により確
認し結果をホームページで公
開した

過去2年以内にアクセシビリ
ティに関する取組内容につい
て取組確認・評価表により確
認し結果を各ホームページで
公開した

過去1年以内にアクセシビリ
ティに関する取組内容につい
て取組確認・評価表により確
認し結果を各ホームページで
公開した

毎年アクセシビリティに関す
る取組内容について取組確
認・評価表により確認し、結
果をホームページで公開して
おり、来年度以降も実施する
予定である

令和7年度に結果を
公表

3

アクセシビリティの
実現内容

7.2. 過去3年以内にアクセシビリ
ティの実現内容について、最
新のJIS X 8341-3に基づく試
験による確認を行っていない

過去3年以内にアクセシビリ
ティの実現内容について、最
新のJIS X 8341-3に基づく試
験により確認し、結果をホー
ムページで公開した

過去2年以内にアクセシビリ
ティの実現内容について、最
新のJIS X 8341-3に基づく試
験により確認し、結果をホー
ムページで公開した

過去1年以内にアクセシビリ
ティの実現内容について、最
新のJIS X 8341-3に基づく試
験により確認し、結果をホー
ムページで公開した

毎年アクセシビリティの実現
内容について、最新のJIS X
8341-3に基づく試験により確
認し、結果をホームページで
公開しており、来年度以降も
実施する予定である

最新のJIS X 8341-
3に基づく試験により
確認した上で、結果
をホームページで公
開

3

利用者の意見収
集

6.3.3 一般的な意見収集としては
取り組んでいるが、アクセシ
ビリティについて積極的な意
見収集には取り組んでいな
い

アクセシビリティについて積
極的な意見収集に取り組ん
でいる

複数の手段により、アクセシ
ビリティについて特化した意
見収集を継続的に取り組ん
でいる

複数の手段により、アクセシ
ビリティについて特化した意
見収集を継続的に取り組み、
ホームページ全体の改善に
利用している

－ 1

利用者との協力
体制／ユーザー
評価

4.3.7
6.2.4

アクセシビリティを確保・維
持・向上のために、利用者
（社会福祉協議会、当事者団
体、支援団体等を含む）へ協
力を求めたことがない

利用者（社会福祉協議会、当
事者団体、支援団体等を含
む）の声を聴取し、ホーム
ページの改善を行ったことが
ある

継続的にアクセシビリティを
チェックするモニター制度を
設け、ホームページの改善に
利用している

継続的にアクセシビリティを
チェックするモニター制度を
設け、ホームページの改善に
利用している。また、関係部
署等と連携し、利用者のホー
ムページ閲覧等のスキル向
上につながる取組を行ってい
る

－ 0

　 　 合計 16 30

※職員研修、検証等の取組について、団体全体の取組に参加することにより成果が得られた場合は、個々のホームページ等の取組として評価します。
※団体やホームページ等の事情により、一部の評価項目が該当しない場合があります。その場合は、該当しない項目を除外して評価します。該当しない項目がある場合は、満点ポイントもそれに応じて少なくなります。
※「取組の実現内容」について、初めて「取組確認・評価表」を用いて取組の確認・評価を行った年は、3点とします。

利用者との
協調

1 6

満点
ポイント

個々のホームページの取組確認・評価表

継続性

9 16

実現内容の
確認と公開

6 8

運用ガイ
ドライン
項番

0点 1点 2点 3点 4点 備考
ポイント集計欄

経済労働局労働雇用部

2026年3月19日https://kawasaki-seisansei.com/

ホームページ等名称

URL

川崎市生産性向上・働き方改革推進事業

https://kawasaki-seisansei.com/


川崎市働き⽅改⾰・⽣産性向上推進事業 Webページ
アクセシビリティチェック対象ページ
番号 ページ名称 URL

1 ホームページ https://kawasaki-seisansei.com/

2 取組事例 https://kawasaki-seisansei.com/jirei.html

3 表彰事業 https://kawasaki-seisansei.com/hyoushou.html

4 ⽀援施策・セミナー https://kawasaki-seisansei.com/shien_shisaku.html

5 働き⽅改⾰・⽣産性向上推進事業補助⾦ https://kawasaki-seisansei.com/shien.html

6 働き⽅改⾰・⽣産性向上 専⾨家無料派遣相談 https://kawasaki-seisansei.com/senmon.html

7 資料集 https://kawasaki-seisansei.com/shiryou.html

8 ウェブアクセシビリティ対応⽅針 https://kawasaki-seisansei.com/accessibility.html



番号 達成基準項⽬ レベル 適⽤ 結果

1.1.1 ⾮テキストコンテンツ A ○ ×

1.2.1 ⾳声だけ及び映像だけ（収録済み） A - -
1.2.2 キャプション（収録済み） A ○ ×
1.2.3 ⾳声解説⼜はメディアに対する代替コンテンツ（収録済み） A ○ ×
1.2.4 キャプション（ライブ） AA - -
1.2.5 ⾳声解説（収録済み） AA ○ ○

1.3.1 情報及び関係性 A ○ ○
1.3.2 意味のある順序 A ○ ○
1.3.3 感覚的な特徴 A ○ ○

1.4.1 ⾊の使⽤ A ○ ○
1.4.2 ⾳声の制御 A ○ ○
1.4.3 コントラスト（最低限レベル） AA ○ ○
1.4.4 テキストのサイズ変更 AA ○ ○
1.4.5 ⽂字画像 AA ○ ○

2.1.1 キーボード A ○ ○
2.1.2 キーボードトラップなし A ○ ○

2.2.1 タイミング調整可能 A - -
2.2.2 ⼀時停⽌，停⽌及び⾮表⽰ A - -

2.3.1 3回のせん（閃）光，⼜はしきい（閾）値以下 A ○ ○

2.4.1 ブロックスキップ A ○ ×
2.4.2 ページタイトル A ○ ○
2.4.3 フォーカス順序 A ○ ×
2.4.4 リンクの⽬的（コンテキスト内） A ○ ×
2.4.5 複数の⼿段 AA ○ ×
2.4.6 ⾒出し及びラベル AA ○ ○
2.4.7 フォーカスの可視化 AA ○ ○

3.1.1 ページの⾔語 A ○ ○
3.1.2 ⼀部分の⾔語 AA ○ ○

3.2.1 フォーカス時 A ○ ○
3.2.2 ⼊⼒時 A - -
3.2.3 ⼀貫したナビゲーション AA ○ ○
3.2.4 ⼀貫した識別性 AA ○ ○

3.3.1 エラーの特定 A - -
3.3.2 ラベル⼜は説明 A - -
3.3.3 エラー修正の提案 AA - -
3.3.4 エラー回避（法的，⾦融及びデータ） AA - -

4.1.1 構⽂解析 A ○ ×
4.1.2 名前（name），役割（role）及び値（value） A ○ ×

1.2 時間依存メディア

1.3 適応可能

3.3 ⼊⼒⽀援

JIS X 8341-3:2016 達成基準チェックリスト

1. 知覚可能
1.1 テキストによる代替

2. 操作可能

3.2 予測可能

4. 堅牢

2.1 キーボード操作可能

4.1 互換性

3. 理解可能

2.3 発作の防⽌

2.2 ⼗分な時間

3.1 読みやすさ

1.4 判別可能

2.4 ナビゲーション可能


